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STRDESIGN  V17.3 レベルアップ項目について  

以下３点について機能強化対応を行いました。 
 
【計算】 

No 項目 詳細 

1 構造計算用図面出力

の部分拡大出力対応 

図面出力機能で作図する図面を、任意に指定した領域のみで作図で

きるようにしました。 

対象は平面図、基礎伏図、床伏図、小屋伏図、母屋伏図、屋根伏図、

アンカーボルト伏図、横架材端部金物伏図、床水平構面伏図、柱頭

柱脚金物配置図です。 

入力画面上で任意の領域を矩形で指定します。各階で１０箇所まで

指定できます。 

※構造計算書内の図面には対応しておりません。 

2 基礎梁端部の支持状

態の個別設定対応 

構造計算実行後、基礎梁端部の支持状態を検討基礎梁ごと、検討荷

重ごと（長期、短期４方向）で、個別に設定することができるよう

になりました。 
設定内容は「パラメータに準ずる」「ピン」「固定」となります。 
※短期で引抜力が発生した梁端部は変更できません。 

3 垂木の検討 

軒先部分の断面検討

（はね出し単純梁）

対応 

垂木の検討で、軒先部分の断面検討として、鉛直荷重に対するはね

出し単純梁での検討を追加致しました。 

「垂木検討条件」に「はね出し単純梁の検討有無」を追加し、この

フラグで検討有無の制御を行います。 

検討内容は、垂木の検討のほか、断面検定表にも影響します。 
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【 計算１．構造計算用図面出力の部分拡大出力対応 】 
図面出力機能で作図する図面を、任意に指定した領域のみで作図できるようにしました。 

入力画面上で任意の領域を矩形で指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面作成ウィザードで、指定した領域を、どの図面で拡大表示（ゾーン出力）するかを 

選択することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象は平面図、基礎伏図、床伏図、小屋伏図、母屋伏図、屋根伏図、アンカーボルト伏図、横

架材端部金物伏図、床水平構面伏図、柱頭柱脚金物配置図です。 

構造計算タブ 

図面拡大領域指定コマンド 

設定した拡大領域 
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作画イメージは以下のとおりです。 

 

 

 

  

全体と拡大領域の位置関係を表示 

各図面の拡大領域指定分を表示 
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【 計算２．基礎梁端部の支持状態の個別設定対応 】 
構造計算後、基礎レイヤで基礎端部情報が紫色の太線で表示されます。 
任意の基礎端部情報をクリックし、プロパティ画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

クリックしてプロパティ画面表示 

端点ごと、検討荷重ごとに支持条件

を変更できます。 
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【 計算３．垂木の検討 軒先部分の断面検討（はね出し単純梁）対応 】 
垂木の検討で、軒先部分の断面検討として、鉛直荷重に対する「はね出し単純梁」での検討を

追加致しました。 

「垂木検討条件」に「はね出し単純梁の検討有無」を追加し、このフラグで検討有無の制御を

行います。 

検討内容は、垂木の検討のほか、断面検定表にも影響します。 

 
計算方法は、グレー本２０１７年版の P.107 にある赤枠の計算式を採用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、入力は投影長さなので、屋根の傾きを考慮した実長で検討します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垂木検討条件の末尾に検討有無フラグ

とパラメータを追加しました。 
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構造計算書「垂木の設計」の検討条件の末尾に「はね出し単純梁のチェック」を出力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多雪地域の場合に、「長期（多雪地域）」

を出力します。 


